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◆開館時間：９：００～１７：００（最終入館は１６：３０）
◆休 館 日：火曜日（祝日の場合は翌日）

問い合わせ先　伯耆町立植田正治写真美術館　☎３９－８０００

ご来館の際には、下欄の町民無料招待券をご利用ください。
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　植田正治の写真には、多くの子どもたちが登場します。
　かつて、植田はインタビューで、子どもの写真が多いことを問われ、
「僕は子どもの世界を撮ろう、子どもの世界を再現してやろうというの
はない……オブジェとして扱うくらいの気持ちです。」と語っています。
確かに、画面上の配置や表現手法をみると、写真の中の子どもたち
は、ひとつの造形物のように扱われているようにも見えます。ただ、私たちは、植田の言葉をそのまま
に受け取ってしまって良いのでしょうか。
　四季折々の自然、風土の中で、天真爛漫に遊ぶ子どもたちの姿、写真家を見つめるピュアな眼差
し、素直にはにかむ素朴な表情、それらが持つ無邪気な魅力は、オブジェを超えた何かを私たちに
感じさせてくれます。植田の遠い記憶とも結びつき、どこか不確かで、はかない感覚を漂わせる、不
可思議な魅力、あるいは存在の輝きを、写真の中の子どもたちは秘めているのです。
　今回の展覧会では、戦前から、1980年代にいたる子どもたちのさまざまなイメージをあらためて
概観します。はたして、子どもたちは、植田にとって単なるオブジェなのでしょうか、それとも……
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  9月１５日（土）～  ９月２４日（月） 二科会写真部鳥取支部展
  9月２６日（水）～１０月 ８日（月・祝） ペンタックスファミリー山陰支部写真展
10月１０日（水）～１０月１５日（月） サークルU写真展
10月１７日（水）～１０月２９日（月） 第１０回植田正治写真美術館友の会写真展
10月３１日（水）～１１月 ５日（月） 鳥取県高等学校写真展
11月 ７日（水）～１１月３０日（金）  ・ 第２０回伯耆町写真展
  ・ 第１３回植田正治写真美術館フォトコンテスト
    入賞・入選作品展示

―植田正治、子どもたちのイメージ
無邪気なオブジェ

平成24年9月15日（土）～11月30日（金）

町民無料招待券
本券をご利用ください。

※本件１枚ご持参で１世帯様無料でご覧いただけます。
伯耆町立植田正治写真美術館

伯耆町須村353-３　TEL 39-8000　FAX 68-3600

9：00～17：00（最終入館は16：30）　火曜日休館（祝日の場合は翌日）
平成24年9月15日（土）～11月30日（金）

―植田正治、子どもたちのイメージ
無邪気なオブジェ

シリーズ〈小さい伝記〉より 1974～85年


